
平
成
十
一
年
三
月
十
六
日
受
領 

答

弁

第

五

号 

     

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
残
虐
な
刑
罰
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
四
五
第
五
号 

平
成
十
一
年
三
月
十
六
日 

衆

議

院

議

長 
伊 

 

宗 

一 

郎 

殿 

 

内
閣
総
理
大
臣 

小 

渕 

恵 

三 

 



 

一
の
（
4
）
に
つ
い
て 

一
の
（
3
）
、
（
5
）
及
び
（
6
）
に
つ
い
て 

一
の
（
2
）
に
つ
い
て 

一
の
（
1
）
に
つ
い
て 

死
刑
の
執
行
に
際
し
て
は
、
法
務
大
臣
は
、
常
に
省
内
関
係
部
局
を
し
て
判
決
及
び
確
定
記
録
の
内
容
を
十
分
精
査
せ
し

め
た
上
で
、
そ
の
報
告
を
徴
し
、
刑
の
執
行
停
止
、
再
審
又
は
非
常
上
告
の
事
由
の
有
無
、
恩
赦
を
相
当
と
す
る
情
状
の
有

無
等
に
つ
き
、
個
々
の
事
案
に
応
じ
て
、
十
分
な
時
間
を
か
け
て
慎
重
に
検
討
し
、
こ
れ
ら
の
事
由
等
が
存
在
し
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
場
合
に
、
死
刑
執
行
命
令
を
発
し
て
い
る
。 

死
刑
執
行
命
令
の
書
式
は
特
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
法
務
大
臣
は
、
特
定
の
死
刑
確
定
者
に
つ
い
て
死
刑
を
執
行
す

る
よ
う
命
じ
る
書
面
に
記
名
押
印
し
、
死
刑
の
執
行
を
命
令
し
て
い
る
。 

死
刑
執
行
命
令
は
、
確
定
し
た
刑
事
裁
判
の
執
行
と
い
う
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
規
定

に
基
づ
く
法
務
大
臣
の
固
有
の
職
責
で
あ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
等
に
対
し
、
事
前
に
そ
の
報
告
等
は
行
っ
て
い
な
い
。 

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
残
虐
な
刑
罰
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

 



 

一
の
（
7
）
に
つ
い
て 

二
の
（
2
）
に
つ
い
て 

二
の
（
1
）
に
つ
い
て 

調
査
し
た
範
囲
で
は
、
現
行
の
刑
事
訴
訟
法
が
施
行
さ
れ
て
間
の
な
い
こ
ろ
に
は
、
法
務
大
臣
の
死
刑
執
行
命
令
か
ら
五

日
以
内
に
執
行
し
な
か
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
七
十
六
条
の
規
定
に
従
っ

て
執
行
し
て
い
る
。 

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
死
刑
は
そ
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
の
生
命
を
断
つ
極
刑
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
執
行
を
命

ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
い
ず
れ
の
法
務
大
臣
も
、
慎
重
な
態
度
で
こ
れ
に
臨
み
、
最
終
判
断
を
下
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ 

 

る
。
法
務
大
臣
が
死
刑
執
行
命
令
の
決
裁
を
拒
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
に
よ
り
、
既

に
死
刑
を
執
行
さ
れ
た
者
の
遺
族
、
死
刑
確
定
者
や
そ
の
家
族
等
に
対
し
、
無
用
な
誤
解
や
不
安
感
を
与
え
る
こ
と
に
も
な

り
か
ね
な
い
の
で
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。 

死
刑
は
、
法
令
に
従
い
適
正
に
執
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
調
査
し
た
範
囲
で
は
、
立
会
人
を
欠
い
た
執
行
の
事
例

は
な
く
、
ま
た
、
検
察
官
等
が
執
行
の
立
会
い
を
拒
ん
だ
事
例
も
な
い
。 

二 

 



 

三
の
（
3
）
に
つ
い
て 

三
の
（
1
）
及
び
（
2
）
に
つ
い
て 

二
の
（
4
）
に
つ
い
て 

二
の
（
3
）
及
び
（
5
）
に
つ
い
て 

検
察
官
及
び
検
察
事
務
官
が
死
刑
執
行
に
立
ち
会
う
の
は
、
死
刑
が
法
令
に
従
い
適
正
に
執
行
さ
れ
る
よ
う
監
督
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
執
行
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
。 

執
行
始
末
書
は
、
死
刑
が
法
令
に
従
い
適
正
に
執
行
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

執
行
始
末
書
は
、
執
行
を
指
揮
し
た
検
察
官
の
属
す
る
検
察
庁
に
お
い
て
保
存
さ
れ
て
お
り
、
各
庁
に
お
い
て
そ
の
保
存
期

間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
永
久
保
存
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。 

例
え
ば
、
当
該
死
刑
確
定
者
が
宗
教
教
誨
を
希
望
し
た
場
合
の
教
誨
師
で
あ
る
。 

死
刑
執
行
に
は
、
執
行
を
指
揮
し
た
検
察
官
の
属
す
る
検
察
庁
の
検
察
官
及
び
検
察
事
務
官
が
立
ち
会
っ
て
い
る
。 

調
査
し
た
範
囲
で
は
、
御
質
問
の
よ
う
な
事
例
は
な
い
。 

調
査
し
た
範
囲
で
は
、
御
質
問
の
よ
う
な
事
例
は
な
い
。 

三 

 



 

四
の
（
1
）
及
び
（
3
）
か
ら
（
5
）
ま
で
に
つ
い
て 

三
の
（
6
）
に
つ
い
て 

三
の
（
5
）
に
つ
い
て 

三
の
（
4
）
に
つ
い
て 

執
行
始
末
書
は
、
執
行
事
務
規
程
（
平
成
六
年
法
務
省
刑
総
訓
第
二
百
二
十
八
号
大
臣
訓
令
）
に
そ
の
書
式
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
死
刑
の
執
行
を
受
け
る
者
の
人
定
事
項
、
執
行
の
日
、
執
行
の
場
所
、
執
行
経
過
等
執
行
の
始
末
に
関
す
る
事
項

等
を
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

法
務
大
臣
は
、
死
刑
執
行
後
、
速
や
か
に
省
内
関
係
部
局
か
ら
執
行
に
関
す
る
詳
し
い
報
告
を
受
け
、
自
ら
が
命
じ
た
死

刑
の
執
行
が
法
令
に
従
い
適
正
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
執
行
始
末
書
に
よ
っ
て
確
認
し
て
い

る
も
の
で
は
な
い
。 

死
刑
は
、
法
令
に
従
い
適
正
に
執
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
調
査
し
た
範
囲
で
は
、
執
行
始
末
書
に
検
察
官
等
の
署

名
押
印
を
欠
い
て
い
る
も
の
は
な
く
、
ま
た
、
検
察
官
等
が
執
行
始
末
書
へ
の
署
名
押
印
を
拒
ん
だ
事
例
も
な
い
。 

死
刑
の
執
行
に
際
し
て
は
、
法
務
大
臣
は
、
省
内
関
係
部
局
を
し
て
判
決
及
び
確
定
記
録
の
内
容
を
十
分
精
査
せ
し
め
る 

四 

 



 

四
の
（
6
）
に
つ
い
て 

四
の
（
2
）
、
（
7
）
及
び
（
8
）
に
つ
い
て 

と
と
も
に
、
所
要
の
調
査
を
遂
げ
、
刑
の
執
行
停
止
の
事
由
の
有
無
等
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
、
こ
れ
ら
の
事
由
等
が
存

在
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
、
死
刑
の
執
行
命
令
を
発
し
て
お
り
、
昭
和
二
十
四
年
以
降
、
心
神
喪
失
の
状
態
に

あ
る
者
又
は
懐
胎
し
て
い
る
女
子
に
対
し
、
死
刑
を
執
行
し
た
事
実
は
な
い
。 

な
お
、
一
般
論
と
し
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
四
の
（
1
）
及
び
（
3
）
か
ら
（
5
）
ま
で
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お

り
、
法
務
大
臣
は
、
死
刑
の
執
行
に
際
し
て
、
刑
の
執
行
停
止
の
事
由
の
有
無
等
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
の
で
、
死
刑
確

定
者
が
心
神
喪
失
の
状
態
に
あ
る
こ
と
又
は
懐
胎
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
執
行
停
止
を
命
じ
る
こ
と
と
な

る
。
ま
た
、
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
七
十
九
条
第
三
項
は
、
「
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
死
刑
の
執
行
を
停
止
し
た
場
合
に
は
、 

 

心
神
喪
失
の
状
態
が
回
復
し
た
後
又
は
出
産
の
後
に
法
務
大
臣
の
命
令
が
な
け
れ
ば
、
執
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と 

規
定
し
て
い
る
の
で
、
心
神
喪
失
の
状
態
が
回
復
す
る
な
ど
死
刑
の
執
行
停
止
事
由
が
や
ん
だ
後
は
、
法
務
大
臣
の
命
令
に

よ
り
、
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
。 

個
々
具
体
的
な
死
刑
執
行
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。 

五 

 



 

五
の
（
7
）
に
つ
い
て 

五
の
（
3
）
か
ら
（
6
）
ま
で
に
つ
い
て 

五
の
（
1
）
及
び
（
2
）
に
つ
い
て 

六
の
（
1
）
に
つ
い
て 

な
お
、
一
般
論
と
し
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
死
刑
は
法
令
に
従
い
適
正
に
執
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
職
員
が
違
法
な

行
為
を
行
う
こ
と
は
な
い
。 

昭
和
二
十
四
年
か
ら
平
成
八
年
ま
で
の
年
別
の
死
刑
執
行
者
数
は
、
死
刑
の
執
行
な
ど
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（
平
成
十
年
一
月
十
三
日
内
閣
衆
質
一
四
一
第
二
一
号
）
一
の
2
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
平
成
九
年
の

死
刑
執
行
者
数
は
四
名
、
平
成
十
年
の
死
刑
執
行
者
数
は
六
名
で
あ
る
。 

そ
の
う
ち
、
死
刑
の
執
行
を
受
け
た
女
子
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
二
名
、
平
成
九
年
に
一
名
で
あ
る
。 

死
刑
は
、
法
令
に
従
い
適
正
に
執
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
質
問
の
よ
う
な
事
例
は
な
い
。 

個
々
具
体
的
な
死
刑
執
行
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。 

御
質
問
の
よ
う
な
措
置
は
行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
調
査
し
た
範
囲
で
も
、
そ
の
よ
う
な
事
例
は
な
い
。 

六 

 



 

 

七 

死
刑
は
、
法
令
に
従
い
適
正
に
執
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昭
和
二
十
二
年
五
月
以
降
、
大
祭
祝
日
、
一
月
一
日
、

同
月
二
日
及
び
十
二
月
三
十
一
日
に
死
刑
を
執
行
し
た
事
例
は
な
い
。 

六
の
（
2
）
に
つ
い
て 

死
刑
は
、
法
令
に
従
い
適
正
に
執
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
調
査
し
た
範
囲
で
は
、
御
質
問
の
よ
う
な
事
例
は
な 

 

い
。 

六
の
（
3
）
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
法
令
の
各
条
項
は
、
監
獄
法
施
行
規
則
（
明
治
四
十
一
年
司
法
省
令
第
十
八
号
）
第
百
七
十
七
条
第
二
項
及
び

第
三
項
を
除
き
、
い
ず
れ
も
適
用
し
得
る
。 

七
に
つ
い
て 

死
刑
執
行
を
い
つ
行
う
か
に
つ
い
て
は
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。 


